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将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

安
ら
ぐ
① 

 福祉コミュニテ

ィをさらに充実さ

せていく。 

 安心して生活で

きる環境が欲しい 
 

 市民は地域の

コミュニティに積

極的に参加する 

等 
 

 絆の

あるまち 

安
ら
ぐ
② 

 実態に合わせた

介護サービスの充

実 

 高齢者を介護す

る家族の負担を軽減

するため 

 市民は高齢者、

介護者の状況を積

極的に相談する 

等 

備
え
る

① 

 市民との災害・

病院等の情報共有

化 

 情報が少ないた

め（緊急に行動でき

ない） 

 市民は情報を

活かし迅速に行動

する 等 

 防災

力のある

まち 

備
え
る

② 

 生活道路の整備  交通量が増加し

ている 
 市民は実情を

行政に報告する 

等 

守
る①

 

 自然環境の保全  緑が多い街で暮

らしたい 
 市民は自然環

境を認知し地産地

消につとめる 等 

 生活

していて

気持ちの

良いまち 
守
る②

 

 ゴミ捨て、モラ

ルの向上 
 クリーンな生活

環境で過ごしたい 
 生ゴミの堆肥

化 等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

安
ら
ぐ
① 

 市民病院の充

実、医療機関の連

携 

 不安を抱えてい

る人が多いから 
 一次医療とし

て地域の医院を受

診 等 

 穏やか

にくらせる

まち 

安
ら
ぐ
② 

 中央北地区を

森にする、安心し

て集える施設を作

る 

 気軽に集える場

所が少ないから 
 集える場の管

理運営 等 

備
え
る
① 

 治安に対する意
識が高い市民を

増やす 

 治安に対する意識
の格差があるから 

 防犯研修への

積極的な参加 等 
 災害と

治安に強い

まち 

備
え
る
② 

 市民一人一人が
災害時にすべき

ことを理解して

いる 

 何をすべきかにつ
いて周知徹底され

ていないから 

 家族単位で災

害時の為の備蓄 

等 

守
る
① 

 市民のモラルの
向上 

 ルールがあるのに
街が汚いから 

 清掃活動に積

極的に参加する 

等 

 ゴミ０

宣言のまち 

守
る
② 

 ゴミ減量意識を
徹底する 

 将来のゴミシステ
ムを維持するため 

 ＥＣＯ活動の

積極的な実施 等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

安
ら
ぐ
① 

 コミュニティ

ーが充実した

みんなにやさ

しいまち 

 コミュニティ活

動や生涯学習活

動か活動なとこ

ろを継続して欲

しい 

 コミュニティ

への参加意識

を持つ 等 

 みんな

でつくる

人を大切

にするや

さしいま

ち 
安
ら
ぐ
② 

 障がい者や子

育て支援の充

実 

 障がい者へのサ

ービスや子育て

支援の不足 

 近所の子ども

を見守ります 

等 

備
え
る
① 

 治安が良くみん
なで安全を守る

まち 

 市民の防犯意識が
高い 

 自治会を主に

コミュニティ単

位で防犯の意識

を高める 等 

 みんな

で作る安

全・安心な

まち 

備
え
る
② 

 車重視から人重
視への道路へ 

 道路は整備されて
いるが人にやさし

くない 

 近所の道路の

清掃をします 等 

守
る
① 

 豊かな自然をみ
んなで守り続け

る 

 自然が多い  ゴミを少なく

しゴミをすてない 

等 

 みんな

で守る自然

豊かなまち 

守
る
② 

 自然への意識の
高いまち 

 豊かな自然資源を
活用しきれていな

い 

 自然（山・
里・川）感謝し
て大切にする 
等 

第５次川西市総合計画策定川西まちづくりワークショップ 

N E W S L E T T E R 

第２回ワークショップを開催しました 

第2回 

2011.09.10 

 

第２回は「安らぐ」「備える」「守る」のライフシーンごとに議論を行いました 

 川西市の現状（強み・弱み）、将来ありたい姿、将来ありたい姿を実現するためにそれぞれが担えそうな

こと、目指すべきまちのキャッチフレーズを「安らぐ」「備える」「守る」のライフシーンごとに分けて議

論を行いました。 

総勢 35名の方が参加されました 
 9月 10日に第５次川西市総合計画策定に向けた

第２回川西まちづくりワークショップのを開催し

ました。当日は、川西市民、川西市で活動されてい

る団体・事業者、川西市職員の総勢 35名が参加さ

れ、１回目に引き続き活発な議論が行われました。 

 

概要 

概要 

概要 



 
４班 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

安
ら
ぐ
① 

 医療福祉の改

善 
 医療 利用しや

すい市立病院、福祉

と介護予防で財政

軽減 

 ＮＰＯ法人で

居場所を運営し

ているが続けて

いくための市や

地域の支援 等 

 高齢

者にやさ

しいまち 

安
ら
ぐ
② 

 高齢弱者の救

済 
 高齢弱者が多く

なっているから 
 無関心な隣人

でなく外出でき

ない人に心をつ

ないでいく 等 

備
え
る
① 

 防災意識の向上  防災に対する意識
が低く活動にも地

域差があるから 

 地域ごとの訓

練や避難場所など

取り決めをしっか

り決めておく 等 

 お互

いを思い

助けあえ

るまち 

備
え
る
② 

 人と人とのつな
がりをつくる 

 地域の人が集まれ
る場所が少なく人

とのつながりをつ

くることで防災に

もつながるから 

 市⇔コミュニ

ティ⇔自治会⇔近

所のつながりを強

化するシステムを

作る 等 

守
る
① 

 団体同士の連携
を強化していく 

 活発に行動してい
る団体は多いが団

体間のつながりが

希薄であるため 

 同じテーマで

活動している団体

は定期的に意見交

換などを行う 等 

 みん

なでつく

る美しい

まち 

守
る
② 

 緑を守り増やし
美しい街並を 

 緑が少なく街並み
にも統一感がない

から 

 街並み統一の

スキームを作る 

等 

 
将来ありたい姿 理由 担えそうなこと 

キャッチ 

フレーズ 

安
ら
ぐ
① 

 ＰＲ等を通じ

て高齢者施設、ケ

アシステムの有

効活用 

 高齢者、すべての

人が安心してくらせ

る街 

 出来るだけ多

くの人々に個人的

意見としてもかた

りかける 等 

 ずっと

イキイキ生

活できる街 

安
ら
ぐ
② 

 世代内、世代間

の交流を活発に

する 

 介護予防するた

め 等 
 空店舗を商店

会組織で宅老所と

して運営する 等 

備
え
る
① 

 交通、防災、防

犯に対する個々

の意識向上 

 ハードシステム

に充実したが個々の

向上が必要 

 不法駐車の撤

去排除について警

察等に提言 等 

 みんな

で創る安心

の街 

備
え
る
② 

 公共交通機関

の向上 
 高齢化対応 地

域間の交通の利便性

が必要 

 公共交通の利

用を進める 等 

守
る
① 

 環境学習のさ

らなる推進 
 豊かな自然を維

持するため市民の意

識を高める 

 自然環境を守

る意識を高める 

等 

 美しい

自然を活か

す街 

守
る
② 

 美化意識の向

上 
 美化意識の低下

をふせぎ高いモラル

を維持するため 

 気付いたとき

に実行する 等 

第２回を振り返って 

ライフシーンごとに将来像が出されました 

各班、活発な議論が行われ、様々な視点から

の意見が出されました。 

 「安らぐ」については、人と人との交流、つ

ながりに関する「コミュニティ」についての意

見や、高齢者、障がい者、子どもなど「みんな

にやさしい環境」についての意見が多く出され

ました。 

「備える」については、防災意識、防犯意識

の向上などを通じた「防災力の向上」「防犯力

の向上」についての意見が多く出されました。 

「守る」については、ごみのポイ捨てなど「モ

ラル」についての意見や、緑など「自然環境保

護」についての意見が多く出されました。 

 

次回は「学ぶ」「働く」「楽しむ」のライフシ

ーンごとに議論を行っていきます。 

 

ふりかえりアンケートから 
「ふりかえりアンケート」の中からのご意見

をいくつかご紹介し、次回の改善に繋げます。 

 

概要 

概要 

 
 
 

写真 

主な意見 

・ 仕方がないことなのですが、時間がタイトなため

やはり皆さん十分に話せていないという思いを

お持ちのようでした。 

・ 時間が少なくて意見の交換が思うように出来な

いところ、毎回説明、自己紹介に時間を取りすぎ

大切な本題になかなか入れないのが気になりま

す。 

・ スケジュール(進行)が各班でバラバラなので、サ

ポーターが入って、その班内でのタイムスケジュ

ールを作っていくのが良いかも。途中でマイクで

全体の進行を伝えると途切れてしまう。 

・ 3回目はメンバーを変えるのも変化がありよいこ

とだと思う。 

・ 会場の照明が暗く疲れる。 

第５回ワークショップ開催について 

第１回、第２回とも「時間が制約されていて

議論を深めにくい」という意見や「テーマを絞

らずフリーに議論したい」という意見が多く出

されています。そこで当初ワークショップは全

４回の予定でしたが、番外編として第５回のワ

ークショップ開催を計画しています。まだまだ

議論しきれていないという方は是非第５回ワ

ークショップにご参加下さい。 

 


